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【手続補正書】
【提出日】平成21年9月4日(2009.9.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信を行うためのアンテナと、
　前記アンテナに電気的に接続された高周波回路部と、
　前記アンテナに電気的に接続されたロジック回路部と、
　前記ロジック回路部により制御されるメモリ回路部と、
　前記高周波回路部と前記アンテナを電気的に接続するパッドとを有し、
　前記メモリ回路部の一端部と、前記パッドの一端部とは、少なくとも直線距離で５００
μｍ以上離れていることを特徴とする半導体装置。
【請求項２】
　無線通信を行うためのアンテナと、
　前記アンテナに電気的に接続された高周波回路部と、
　前記アンテナに電気的に接続されたロジック回路部と、
　前記ロジック回路部により制御されるメモリ回路部と、
　前記高周波回路部と前記アンテナを電気的に接続するパッドとを有し、
　前記メモリ回路部の一端部と、前記パッドの一端部とは、直線距離で５００μｍ以上１
ｍｍ以下離れていることを特徴とする半導体装置。
【請求項３】
　請求項１または２において、前記アンテナは直線状であることを特徴とする半導体装置
。
【請求項４】
　請求項１または２において、前記アンテナはコイル状であることを特徴とする半導体装
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置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか一において、前記アンテナはアンテナ用基板に設けられ、前
記パッドに圧着されていることを特徴とする半導体装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか一において、前記メモリ回路部は、複数のメモリセルを有し
、前記メモリセルはスイッチング素子及びメモリ素子を有することを特徴とする半導体装
置。
【請求項７】
　請求項６において、前記メモリ素子は、一対の電極間に挟持された有機化合物層を有す
る有機メモリ素子であることを特徴とする半導体装置。
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